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本学特別支援教育研究センタ ー は、平成26年度の創設以来、文部科学省の『発達障害に関する教職員育成
プログラム 開発事業』の指定を受けるなどを経て、様々な事業を重ねてきました。現在も様々な情報発信に
努めています。

まず、毎年4 月前半の土曜日 2週にわたって「通級指導教室新担当者研修（発達障害・言語障害）」を開催
しています。この講座は、初めて通級指導教室を担当される先生方を対象として、通級指導教室運営のため
基礎的な内容、すぐに役立つ実践的な内容を採り上げています。今年度は、発達障害の講座に34名、言語障
害の講座に延べ61名の参加がありました。

12月にオンラインで実施された「高等学校特別支援教育研修会」では、本学名誉教授であり全日本特別 
支援教育研究連盟理事長の名古屋恒彦先生に、「高等学校における多様な教育的ニ ー ズヘの対応～特別 
支援教育から学ぶ「個別最適な学び」と「協働的な学び」～」というテ ー マでご講演いただきました。内容 
は、本ニュ ー スレタ ー 2ページに掲載されていますので、是非ご参照ください。

また、毎年、公開講座として知的障害、発達障害、言語障害関連の話題を採り上げてきています。本学のホ ー

ムペー ジ(https://www.uekusa.ac.jp/)から申し込みが可能です。多くの皆様のご参加をお待ちしています。
なお、特筆すべき事項として、8月からSNS "note"による情報発信を開始いたしました。

下表に示した通り、本学の特別支援教育のスタッフがバトンをつなぎながら、想いを込めて投稿を続けて
きています。是非、ごー読いただければと思います。

表1 . 特別支援教育研究センター "note"の掲載内容等
↓ 植草学園大学植草学園短期大学

ホ ー ムベージ届 臨 底愈廂言

8月 1~4 特別支援教育はどうなる? (1)~(4) 
国連障害者委員会と日本の障害児教育 他

9月 5~8 「一匹と九十九匹」 一複眼的視点と普遍的視点
平成の黒船は宝船 ー 改めて 「特別」ではない支援教育を！ 他

1 0月 9 ~12 特別支援学校の開かれた学校づくりpart 1 ~ 4 
養護学校義務制実施の頃 他

1 1月 13~16 
障害のある生徒たちの「働く」を考える(1)~(4)
ワ ー クキャリアからライフキャリアヘ他

1 2月 17~20 
今こそ、 特別支援学校で実践したい各教科等を合わせた指導I~IV 
前提としての自立論 他
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